
   

   

 

公益社団法人宇都宮青年会議所 

２０１５年度 第２回 理事予定者会議議事録 

              

 

日 時：２０１４年 １０月 １４日（火）１９：００～２２：００ 

場 所：コンセーレ 小ホール  

出席者：              

（  理   事    長  ） ：須山（敬称省略 以下同） 

（ 副 理 事  長  ） ：澤畑、福田（之）廣田、太城、中島 

（  専  務 理  事  ） ：金 

（  監                事  ） ：篠﨑、安野 

（  担 当 常 任 理 事  ） ：羽石、飯野、鈴木 

（日本 JC委員会特別委員長） ：渡邊 

（ 会員拡大特別委員会  ） ：小瀧 

（  法令会計審査局局長   ） ：豊﨑 

（ 事  務  局  長  ） ：飯沼 

（ 委   員   長  ） ：辻、渋江、篠原、増渕、宮林、福田（弘）、山田、 

木村、飯塚 

（  局次長、副委員長  ） ：間島、金田、柿沼、相田、中嶋、板林、南木、佐藤 

（ 準 理 事 会 構 成 員 ） ：赤井、齋藤、加賀田 

 

 

１．開会宣言       ＜金＞(役職名省略 以下同) 

 

２ ＪＣＩクリード唱和            ＜柿沼＞ 

 

３．ＪＣＩミッション並びにＪＣＩビジョン唱和 ＜木村＞ 

 

４．ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和       ＜相田＞ 

 

５．関東地区宣言唱和      ＜佐藤＞ 

 

６．出席者の確認                              ＜飯沼＞ 



 

７．議事録作人並びに議事録署名人の指名    議事録  ＜総務委員会＞ 

                       議事録署名人 ＜安野＞ ＜篠﨑＞ 

 

８．前回議事録の確認             ＜飯沼＞ 

 

９．議題並びに資料の確認           ＜飯沼＞ 

                           

１０．２０１５年度理事長挨拶                 ＜須山＞ 

 

 定刻どおりにお集まりいただきありがとうございます。まずは、欠席者が目立ちます。お

忙しいのはわかりますが、あらかじめ決められたスケジュールに乗っ取っておるわけです

し、皆さんも絶対暇なわけではないですし、仕事もしていますし、家庭もある中、その時間

を割いて今日はいらしているのだと思います。ただ、欠席してしまうと、その分遅れが生じ

て歩調があわなくなりますし、なんで他の人たちは休んでいるのだといわれてしまいます

ので、どうしても休まれる理事、理事会構成メンバーは、ぜひとも代理をたてていただきた

いですし、また欠席された方には、しっかり内容を伝えていただきたいと思います。 

また総務委員会、渉外委員会の皆様、今日も設営ありがとうございます。引き続き、今後と

もよろしくお願いいたします。 

さて、全国大会では台風が心配な中、開催されましたが、行かれた方どのくらいいらっしゃ

いますか。４分の３は行かれてるのですね。素晴らしい大会だったと思います。小瀧特別委

員長におかれましては、２０１４年度全国大会運営会議の副議長としてしっかり役割を果

たされ、大変お疲れ様でした。また、出向された方々も大変お疲れ様でした。一息つかれま

して、２０１４年度残りの期間をしっかり担いを全うして、２０１５年度に向けて突き進ん

でいただければと思います。来年は、東北八戸大会が行われますけども、私たちは全国大会

を目指しているＬＯＭとして、各大会に出席して、いろんなことを勉強してくるべきではな

いかと思います。式典なり、フォーラムなり、主管ＬＯＭの在り方というものを一つ一つ目

でみて感じてもらいたいと思います。今回、晴れて埼玉中央青年会議所が全国大会の主管Ｌ

ＯＭを獲得されました。この関東地区内１５８ＬＯＭの中から主管を獲れたということは、

ほんとうに素晴らしいことだと思いますので、栃木ブロック、また宇都宮ＪＣは一生懸命支

援をしていき、また、私たちも同じように主管ＬＯＭを目指していかなければならないと思

います。 

全国大会期間中の中で、理事長セミナー、理事長パワーセッションがありました。２０１４

年度理事長と２０１５年度理事長予定者に向けてのセミナーに出てまいりましたので、そ

の内容についてお伝えしたいと思います。講師は星野リゾートの星野佳路さんでした。実は

星野さんは、安野監事が２０１０年の研修委員会委員長の時に、ベルヴィに講師としてお呼



びしたことがありまして、それまで宇都宮ＪＣで行う事業として、５００人を超える対外対

象者を呼んだことはなかったのですが、はじめてその壁を破ったのは安野監事でした。その

時に衝撃的な内容だったのは、星野社長はホテルとか旅館の事業再生を行っているのです

が、多忙に全国を飛び回るわけですから、すごいストレスがかかって、このままだと体が参

ってしまうと思っていたそうです。そうならないために、会いたくない人には会わない、行

きたくないところにはいかない、やりたくない仕事はやらない、と講和のなかでいっていて、

皆さん大変びっくりされていたのを覚えています。 

そんな星野社長の今回の講和の中で良い話があったので一つお伝えしようと思いますが、

ビジョンとコンセプト、というお話がありました。先ほども申しましたが、星野リゾートグ

ループということで、全国の様々なところにホテル、旅館があり、社員も８００名程おり、

一人ひとり、手取り足取り指導することは、当然ながらできないわけです。その時に、ビジ

ョンというものをトップが伝えて、浸透させて、共有する。また、コンセプトは、その場そ

の場、各持場で作ってもらって、その持場の中の社員みんなが共感することが大事といって

いました。現場にいる人間みんなで作り上げていくもので、コンセプトは押し付けるもので

はなく、みんなで築き上げることが大切だということです。ＪＣにおいてもこの考え方は当

てはまるものだと思いますし、皆さんの会社の中でもつかえることではないかと思います。

ビジョンについては、ＪＣにおいては所信に当てはまると思います。皆様には来年の所信を

是非とも共有してもらいたいです。真摯に挑戦、人材育成、人材成長、このビジョンを皆様

に共有してもらいたいと思います。そしてコンセプトについては、この前配属会議がありま

したが、これから顔合わせを迎え、委員会を重ねていくわけです。自分の委員会をどのよう

に運営していくのかは、もちろん委員長の考えをだしていくのが非常に重要だと思います

けども、所信に基づいて、うちの委員会ではこういうことをやっていこうということを、委

員長だけで考えるのではなく、スタッフ、メンバーをしっかり話し合いながら決めていただ

きたいと思います。 

最後になりますが、今は２０１４年度、２０１５年度がラップして、非常に忙しい時期かと

思いますが、体調管理をしっかりしていただき、２０１５年度の準備をしっかり進めていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

 

１１. ２０１４年度理事長挨拶  

 

公務にて欠席のため、割愛 

 

  

１２.協議事項 

 

協−０１ ２０１５年度 理事長所信（案）について 



 協議資料に基づき読み合わせ。 

 

＜金＞  誤字脱字等、皆様の方でご意見ご質問ありますか。 

 

＜宮林＞ いかなければならない、といかなければいけない、という表現がありましたので、

統一されたほうが良いかと思います。 

 

＜金＞  ありがとうございます。他にご意見ありますか。 

     なき様ですので、須山理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞ ありがとうございます。 

     皆さん読んでいてつっかかるようなところは、声にだして読んでないからでは

ないかと思います。委員会内で所信を話す時など、メンバーは、委員長、副委員

長の話しているのをみているわけですから、その時につっかえる様なことがあ

ると、自信がないようにみられてしまいますので、堂々と話してほしいなと思い

ます。内容についても、ここはどういう意味ですか、とメンバーに聞かれた時、

わからないとか曖昧な答えをするわけにはいかないので、担当常任に聞いても

良いですし、私に直接聞いていただいても良いです。先ほどもいいましたように、

ビジョンをしっかり共有した上で、それに基づきコンセプトを各委員会で構築

して頂きたいと思いますので、まずはそのビジョンとなる所信を、しっかり伝え

られるようになって頂きたいなと思います。 

   

協−０２ ２０１５年度 基本計画（案）について 

 

協−０３ ２０１５年度 グループ構成（案）について 

 

協−０４ ２０１５年度 総会・例会・事業担当（案）について 

 

協−０５ ２０１５年度 諸会議要項（案）について 

 

協議資料に基づき、金専務理事より基本資料となるため一括にて資料の読み上げ。 

 

＜飯沼＞ 協議事項２番、３番項につきましては、前回理事会から変更点はございません。 

     協議事項４番項につきましては、関東地区大会の日程において変動要因が多い

ものですから、日程を未定とさせていただいております。５月わんぱく相撲例会

の日付を月末ですと他の初会議等と重なるとの理由から、２４日もしくは３１



日に変更させていただいております。協議事項５番項につきましては、第１回理

事会においていただいたご意見を踏まえまして、会議注意事項の部分を精査し

見直しております。以上、２番項から５番項のご説明となります。慎重なるご協

議お願いいたします。 

 

＜金＞  ありがとうございます。いい忘れましたが、理事会での上程者、また意見を述べ

る方はご起立をお願いしたいとおもいますので、よろしくお願いします。それで

は、皆様から１項目ずつ確認をしていきたいと思います。協議事項２番２０１５

年度基本計画（案）について、ご意見ご質問等ある方いらっしゃいますでしょう

か。 

＜金＞  なきようですので、理事長ご意見お願いします。 

 

＜須山＞ 特段ございません。 

 

＜金＞  続きまして、協議事項３番２０１５年度グループ構成（案）について、ご確認い

ただきまして、ご意見ご質問ある方いらっしゃいますでしょうか 

  

     木村委員長、増渕委員長より、青少年育成委員会・宮まつり委員会の委員会概要

と、理事長所信との整合性がとれていないと指摘があった。 

 

＜須山＞ 今回指摘のあった部分は、前回の常任理事会でも指摘された部分で、修正する予

定であったが、修正されていなかった。申しわけありません。修正させていただ

きます。よろしくお願いします。 

 

＜金＞  続きまして、協議事項４番２０１５年総会・例会・事業担当（案）について、ご

確認いただき、ご意見、ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか。 

 

＜山田＞ ３番事業担当（案）のところなのですが、上から２行目の全国大会対話集会事業

の日程が６月になっているのですが、今年と去年の実績では７月ですので、７月

に変更して頂ければと思います。あと、小さいところで恐縮ですが、３番事業担

当（案）の月と日のフレームの記載が変になっているので、訂正された方がよい

かと思います。 

 

＜飯沼＞ 先ほどの開催月につきまして、しっかり検討して修正していきたいと思います。 

     また、この体裁の部分、大変申しわけありませんでした。次回までにしっかり修

正して体裁を整えていきたいと思います。 



  

＜篠原＞ 事業担当（案）のところで、５月１６、１７日の土日で PR 事業として広報メデ

ィアとあるのですが、日程の確定は、２月にならないとでてこないのですが、こ

れはどういうことなのでしょうか。 

 

     

＜飯沼＞  前年度の日程が５月の第３週でしたので、確認をとらず日程をいれました。 

      ２月の日程がでるまで、日程は未定をさせていただきます。 

 

＜木村＞  意見なのですが、９月の、青少年ダンス事業となっていますので、先ほどの 

件も含め、一緒に変えた方が良いのではないかと思います。 

 

＜飯沼＞  説明の甘い部分があり、申しわけございません。対外的には県の事業計画提出

におきましても、ここの９月の例会につきましては、青少年ダンス事業という

表現にさせていただいております。青少年ダンス事業が、ＪＣメンの事業名で

す。 

 

＜鈴木＞  常任理事会の時もいいましたが、２番のわんぱく相撲例会なのですが、５月 

      ２４日だと運動会と重なるのではないかと話になったのですが、毎年運動会 

      の日程確定は２月だったと思うのですが、宇都宮市内のすべての小学校、私の 

      記憶ではそのうちの半々にわけて、春と秋に運動会を開催すると記憶してお

ります。ですから現時点ではわんぱく相撲も日程を曖昧にしておいて、変えら

れるようにしておいた方がよいのではないかと思います。 

 

＜金＞   例会に関しては、日付は確定しないとダメではないかと思います。事業に関し

ては、もちろんそういった事情で変更することもありです。もちろん例会も今

までのものをみておりますと、日付が変更になる場合も十分にありますので、

その辺はご了承いただきたいと思います。 

 

＜金＞   その他、なきようですので理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞  特段ございません。 

 

＜金＞   続きまして、協議事項５番緒会議要綱（案）について、ご意見、ご質問のある 

      方いらっしゃいますでしょうか。 

 



＜金＞   なきようですので、理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞  大丈夫です。 

 

協－６ ２０１５年度 収支予算計画（案）について 

 

＜金＞   続きまして、協議事項６番２０１５年度収支予算計画（案）について、ご意見  

      ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか。 

 

＜金＞   その他、なきようですので、理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞  大丈夫です。よろしくお願いします。 

 

協－７ ２０１５年度 県提出事業計画書（案）について 

 

＜金＞   続きまして、協議事項７番２０１５年度県提出事業計画書（案）でございます。 

      豊﨑局長、ご上程よろしくお願いします。 

 

＜豊﨑＞  ありがとうございます。こちらの変更点、先ほどから何度もでておりますが、 

      ストリートダンス選手権、青少年ダンス事業ということで、事業名を変更して

おります。先ほど、支出の方でもお話をいたしましたが、新春例会、懇親会の

経費の方が、６５万円から６０万円に変更となりましたので、事業計画書の方

も変更してございます。それと前回、ご要望もありました、食育事業の方です

が、日程の記載がされておりませんでしたので、事業計画書に記載させていた

だいております。また、統一語句等が統一されておりませんでしたので、体裁

を整えてございます。以上でございます。 

 

＜金＞   少し資料が多いですが、事前配信をしておりますので、皆様ご確認をいただい

ていると思います。ご意見ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか。 

 

＜金＞   ご意見なきようですので、理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞  大丈夫です。よろしくお願いします。 

 

協－８ ２０１５年度 諸規定変更（案）について 

 



＜金＞   続きまして、協議事項８番２０１５年度諸規定変更（案）について、こちらの

ご上程を豊﨑局長ご説明お願いします。 

 

＜豊﨑＞  こちら、アンダーライン部分が変更点となってございます。内容につきまして

は諸規定、運営規定、第７条等につきまして２０１５年度審査局、および運営

会、委員会の設置、また第８条審査局および委員会の設置、その他、諸規定の

定の字ですね、定めるという字から程ほどの字に変更するという点でござい

ます。以上でございます。 

 

＜金＞   ありがとうございます。協議事項８番２０１５年度諸規定変更（案）について、

ご意見ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか。 

 

 

＜宮林＞  定款を拝見しますと規定の定は定める、の漢字が使われていますが、あえて何

故この度変えたのでしょうか。 

 

＜豊﨑＞  定、という文字は取決め、条文などに用いられます。また程という文字は、規

程全体を定める意味合いのある文字となっております。従いまして、程の字を

用いた方が適切と判断したため、こちらに修正いたしました。 

 

＜宮林＞  定款につきましては、この理事会で決められるようなことでもなく、重い、と

申しますか、最高意思機関である総会で定めた定款でございますので、基本的

には定款の文言から離れることはできないのではないかと思います。 

 

＜金＞   補足いたしますね。正しいのは、程という文字を使用するのが正しい、要は条

文の上の部分、それが広辞苑で引いてもそれが正しいとなっています。要は今

までが間違っていたということなのですね。なので、この機会に変更しようと

いうことなのですが、宮林委員長、いかかがでしょうか。 

 

＜宮林＞  定款につきましては、定款２１条にもありますが、諸規定という文言がでてお

ります。ですので上位規定がなされなければならないと考えます。 

 

＜金＞   ２０１４年度と相談して、どのようにするか検討してまいりたいと思います。 

 

＜金＞   その他ご意見ある方いらっしゃいますでしょうか。 

 



＜金＞   なきようですので、理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞  宮林委員長ありがとうございます。気づいた点ありましたら、どしどしご意見

お願いします。やはりＪＣはいろんな業種の集まりですので、その中で色んな

意見がでると尚良いと思います。よろしくお願いします。 

 

協－９ １月 新春例会開催計画並びに予算（案）について 

 

＜金＞   それでは協議事項９番１月新春例会開催計画並びに予算（案）について、渋江

委員長ご説明お願いします。 

 

渋江委員長より１月新春例会開催計画並びに予算（案）について、事業背景、目的、事業内

容、事業概要の説明がなされた。 

 

 

＜金＞   渋江委員長、前回までの意見の対応、変更点等のご説明をお願いします。 

 

＜渋江＞  第２回常任理事会におきまして、意見をいくつかいただいております。意見 

      １番として、受付の流れを明確にすることというご意見をいただきまして、 

      参考資料７番を付けさせて頂きましたので、内容の方確認ください。意見２と 

      まして、シニア特別会員の受付方法として、顔のわかるメンバーを配置した方   

      が良いという意見を頂きました。こちらは顔のわかるメンバーを受付に配置 

      しまして、対応したいと思います。意見３ですが、当日急きょ、出席される 

      来賓の席の対応はどうするのかという意見を頂きまして、会場内の隅に予備 

      を準備しまして、対応していきたいと思います。意見４ですが、着座のメリ 

      ット、デメリットについて教えてくださいとございました。こちらの方は参考  

      資料１８番に別紙で作成させて頂きましたので、ご参照頂ければと思います。 

      意見５、ビジターの参加員数計画１５名の根拠について教えてくださいとご 

      ざいました。これにつきましては前年の実績に基づいたもので、根拠のない数 

      字でしたので、５名に変更させていただいております。意見６、２０１５年度 

      公益法人宇都宮青年会議所案内の内容精査、そして伝え方をわかりやすくし 

      た方が良いとご意見を頂きました。宇都宮ＪＣの基本方針、理事長紹介、委員 

      活動概要を案内の中に掲載させて頂きまして、交流の中でそれを利用するこ 

      とで具体的に内容の理解を周知いただくということで修正させていただいて 

      おります。以上でございます。 

 



＜金＞   ありがとうございます。皆様協議に入る前に、協議事項１０番の方に告知計画 

      および予算（案）の議案がついてると思います。そちらがいわゆる告知議案、

子議案となりまして、案内文やリストの部分においては協議事項１０番の方

で協議をしていきたいと思いますので、その他の部分で９番項の協議をして

もらいたいと思います。年々行っている新春例会ではございますが、新たな取

組みもございますので、皆様から忌憚のないご意見をだしていただければと

思います。それではご意見、ご質問等ある方いらっしゃいますでしょうか。 

 

＜福田（之）＞    

      意見と対応のしきれていないところがありますが、といっておりましたが、 

      それがどんな理由で対応しきれてないのかこの資料だとわからないという事 

      と、対応できなかったのは何故なのか、時間的な問題なのか、相手がいるから 

      なのか、それをお教えください。 

 

 

＜渋江＞  対応しきれなかったのは、子議案で、来賓者リストのことでして、今３４０名 

      ぐらいリストアップさせていただいておりますが、時間的にまだ、対応しきれ 

      ていないです。また、来賓リストに関しましては、常任理事会後、今年の委員 

      長、議長、次年度の局長、委員長様の方に、来年度の新春交流会に来られる方 

      はいらっしゃいますかと、ご要望ということで委員会メンバーからお声がけ 

      させていただいておりまして、そこでいただいた情報を元にリストアップさ      

      せていただいております。計画の方で対応しきれていないのですが、意見６番 

      の青年会議所の案内の内容精査の部分で、今回少し資料で付けさせて頂いて 

      いるんですが、もう少し交流を効果的にはかる内容に次回までには代えさせ 

      頂きたいと思います。 

 

＜木村＞  今回、テーブル、着座形式となっておりますが、またＪＣメンバーは局次長委 

員長、副委員長、は円卓に着座となってますが、委員会メンバーが関係性の 

      ある人と同席することで効率よく名刺交換ができるとありますが、もっとた

くさんの人と交流することができなくなってしまうのではないかなと思いま

す。また、理事長、副理事長、常任が立ってまわっている中、委員長、副委員

長が座っているのはどうかと思います。 

 

＜渋江＞  円卓には８名座れまして、そこに委員長、副委員長が座ると６名、来賓の方が

座れるということになります。先ほど来賓者リストを作成していると申しま

したが、今現時点で出席される方の人数が確定していないことと、たとえば宮



まつり委員会ですと関係者の方が多いので、２つの円卓にまたがって座って

いただくこともあるかと思うのですね。そうすると、片方は委員長、片方は副

委員長という形になるとおもいます。その中で交流を深めて頂いて、ある程度

まできたら、委員長、副委員長は移動して、別の円卓に行く形をとりたいと思

います。また、フォロワーのメンバーさんも交流を図って頂きたいですし、ず

っと着座というわけではなく、自由度の高い形をとりたいと思っています。 

 

＜木村＞  それでは着座の意味がないのではないかなと思います。委員長、副委員長が離

れてしまうというのも、あまりよくないと思います。もう少し、デメリットの

部分を明確にしていただく必要があるかと思います。 

 

＜渋江＞  ありがとうございます。デメリットの部分、もっと明確にします。 

 

＜小瀧＞  員数計画の、ビジターの部分ですが、根拠のない目標で１５名と前回掲げたの

を、どういう理由で１５名ではなく５名にしたのか、をお教え頂きたいのと、

シニア特別会員の対応として、受付にシニアと面識がある方を受付に配置す

るとありますが、そんなにシニアに強いメンバーがあまりいないと思います。

前回もバッジがないとか、対応が難しかったので、すぐに顔と名前がわかるメ

ンバーを配置できれば良いと思います。また、役員メンバーにビジターの紹介

やメンバー拡大をお願いするというのは、大変恐縮してしまうのですけど、ど

うするのかお教えください。 

 

＜渋江＞  なぜ、１５名から５名にしたのかということですが、今年はビジターの方が１

１名お越しになったということで、我々も会員拡大を真剣に考えていくと、ビ

ジターさんにたくさん来て頂きたいと思い、今年を上回る１５名を目標とさ

せて頂きましたが、実際１５名という根拠が非常に甘いといいますか、大変難

しい数字だと思います。やはり確実な５名を呼べるような体制で、渉外委員会

としては動員をかけていきたいというところから、５名とさせて頂きました。

続きまして、シニアの対応ですが、再度検討させていただきます。役員の方に

拡大の対応を、ということですが、あくまで執行部役員の方は総括ということ

で対応して頂きたいと思います。 

 

＜小瀧＞  各委員会の方に、積極的に呼んでいただいて、５名といわずなるべく多く呼ん

でいただければと思います。 

 

＜小瀧＞  来賓リストなのですが、毎年呼んでるのですが、まったく来ないという方もい



ると思います。毎回たくさんの方に来てもらうのが重要なのか、ＬＯＭにとっ

て重要になる方を精査してお呼びするのか、お教えください。 

 

＜渋江＞  基本的なスタンスとしては２０１５年度にお世話になる方、を精査してお呼

びしたいと思います。 

 

＜小瀧＞  ということは、このリストの中には何年もきていない方はいないのですね。 

 

＜渋江＞  現時点では、まだ精査されておらず、あまり関係性のない方も含まれておりま

す。 

 

＜小瀧＞  ほんとにＬＯＭにとって、重要な人を精査してお呼び頂ければと思います。 

 

＜鈴木＞  ＰＲ作成は広報メディア戦略会議で作成されるということですが、これは議

案としてはどのようになるのですか。 

 

＜飯沼＞  議案化せずに正副の中でブラッシュアップして精査して、理事会で報告とい

う形をとらせていただければと思います。 

 

＜鈴木＞  結構毎年もめる部分であるかと思いますので、しっかり作りこんで頂ければ

と思います。 

 

＜宮林＞  １０番項の事業内容のところなのですが、料理飲み物の給仕に関してはベル

ヴィに依頼し、飲み物はメンバーが給仕とありますが、どういったことなのか

ご説明をお願いします。 

   

＜渋江＞  基本的にはベルヴィ様に給仕を依頼しますが、対応して頂く人員もかぎりが

ありますので、サポート役としてメンバーに飲食物の給仕をお願いするとい

うことであります。 

 

＜福田 （弘）＞   

役割についてなんですが、拡大とビジターに関してはフリーランスに動いて

いただく形をとっていただくのが良いと思います。また、５０周年委員会は来

賓の方の対応となっておりますが、シニアの方の対応に変えて頂く等再考頂

けるとよいと思います。 

 



＜渋江＞  ありがとうございます。検討させて頂きます。 

 

＜山田＞  １０番事業内容の目的達成の手法のところで、パワーポイントを使用すると

ありますが一つ一つバラでだすということでしょうか。 

 

＜渋江＞  ありがとうございます。一つ一つバラでだします。 

 

＜柿沼＞  参考資料の５番来場者誘導のところですが、ベルヴィを貸し切っているとい

うことでしょうか。それから、プレートの返却方法について交流会シナリオに

も付け足した方が良いと思います。 

 

＜渋江＞  現時点でベルヴィにてイベントが入っておらず、結果貸し切るということと

なります。プレートの件、付け足します。 

 

 

＜金＞   他にご意見なきようですので、理事長コメントお願いします。 

 

＜須山＞  ほんとにたくさんの意見がでたと思います。渋江委員長、大丈夫ですか。新春

例会ははじめての例会となりますので、今回の意見を真摯に受け止めて、素晴

らしい例会を作りあげて頂ければと思います。 

 

協－１０ １月 新春例会告知計画並びに予算（案）について 

 

＜金＞   続きまして、１月新春例会告知計画並びに予算（案）について、渋江委員長ご

上程お願いします。 

 

渋江委員長より、１月新春例会告知計画並びに予算（案）について、説明がなされた。 

 

＜金＞   まず確認なのですが、リストに関してはどのような流れでリストを精査して

いくのでしょうか。 

 

＜渋江＞  新春交流会に呼びたい理由を、各委員長、局長さまにしっかりと聞いたうえで、

精査して、タイムスケジュールに間に合うよう、対応していきたいと思います。  

 

＜金＞   ご意見なきようですので、理事長コメントお願いします。 

 



＜須山＞  大丈夫です。よろしくお願いします。 

 

   

１３．報告依頼事項 

２０１５年度 組織図（案）について 

 

＜金＞   ご一読ください。 

 

２０１５年度 対外出向者（案）について 

 

＜金＞   ご一読ください。 

 

２０１５年度 年間公式スケジュール（案）について 

 

 

＜金＞   ご一読ください。 

 

公益社団法人日本青年会議所２０１５年度会頭所信について 

 

＜金＞   ご一読ください。 

 

公益社団法人日本青年会議所２０１５年度基本資料（案）について 

 

その他 

 

飯沼事務局長より、OBのシニア総会について報告があった。 

 

鈴木常任理事より、菊水祭の案内があった。 

 

 

１４．監事講評                    ＜篠﨑＞ 

 

皆様理事会お疲れ様でした。本日、設営頂きました渉外委員会、総務委員会に関しては、

議事録作成を正確にして頂き、次に繋げて頂ければと思います。皆さん、建設的な意見を述

べられていたのかなと、一安心したところでございますが、ただ、メンバーが配属会議で決

まって、これからメンバーを引っ張っていくのだという、気持ちがまだ足りないのではない



かなと思います。セレモニーだとか、意見が特段ありませんとか、そういうことがないよう

に、次回は引き締めて理事会を迎えて頂ければと思います。議案に関しては、どうしても聞

き捨てならない言葉がありました。時間がありませんでした、は言いわけにしかすぎません。

時間がないのであれば、常任理事会までに完成度をあげて軽く修正できるくらいまでに仕

上げないと、時間を空けてきているこの理事会構成メンバーには失礼だと思います。このこ

とに関して、なにが原因なのかなとちょっと考えてみたのですが、やはり、その委員会の初

委員長となると、引き継ぎをしないと全然進んでいかないのが現実なのですよね。いくら、

本年度委員会が資料を引き継いだとしても、どこが重要なのかっていうことが全然わから

ないと思いますし、しっかり引き継いでその委員会を束ねる上の役職の方は、しっかりサポ

ートして頂ければと思います。結びになりますが、昨日全国大会から帰ってきて、宇都宮寒

いなと思いました。体調管理をしっかりして、メリハリをつけて、食べるときは食べる、飲

むときは飲む、寝るときは寝る、仕事するときはするという風にメリハリをつけて、本年残

りを準備期間として過ごしていただければと思います。理事会お疲れ様でした。 

 

１６. 閉会宣言                ＜金＞ 
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